
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

がんばりを認め、伸ばしていく学校 
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がんばりを認めあい、伸びていく学校 

 

 ７月２８日（月）～３０日（水）の３日間、２学年の希望生徒がインターンシップに取り組みまし

た。保育園や動物病院、スーパー、ホテルなど多くの企業から御協力をいただきました。生徒たちは

インターンシップをとおして、多くのことを体験し、学ぶことができました。今回は３名の生徒に感

想を書いてもらいましたので、御紹介します。 

☆菊地 千花さん（２年）（茂庭台中学校出身） 
アルバイトの経験も無かったので、働くことへのイメージが全然できていなく、とても緊張しまし

た。インターンシップ先のホテルの皆さんが、本当に優しく接してくれて、楽しく職場体験をするこ
とができました。ホテルの仕事は、お客様をおもてなしすることですので、笑顔で対応したり、お客
様の目線に合わせて話したりすることが大切と教わりました。この３日間は、本当に勉強になりまし
た。自分の中の、働くということに対しての考え方が変わりました。充実した３日間を過ごせて良か
ったです。今回学んだことを忘れず、これからの学校生活やそれ以外の生活にも生かしていきたいで
す。 
 
☆柴田 琳生さん（２年）（広陵中学校出身） 
 インターンシップを終えて、僕は何事にも全力で行動することが大切なのだと考えました。子供と
遊ぶ時や、一緒にダンスをするときも、僕は少し恥ずかしくなってしまい、体を大きく使うことがで
きませんでした。職員の方々は恥ずかしがらず、堂々と声を出し、体を大きく使っていて、働くとは
こういうことなんだなと感じました。今回のインターンシップで感じたことや思ったことをこれから
の進路選択に生かしていきたいです。この３日間はとても有意義な時間だったと思います。 
 
☆大里 美月さん（２年）（南吉成中学校出身） 

インターンシップの活動を通して、いぬねこ病院で実習を行いました。カフェやホテルもあり、「病
院でこれもやるんだ・・・」という思っていたのとは違う仕事もあることを知りました。動物たちと
触れ合えて“楽しい”だけでは成り立たない仕事だと思いました。特にホテルや病院では動物を預か
るという責任ある仕事でした。動物たちに、それぞれ合った対応をしていてすごいなと思いました。
以前より、仕事に対する責任感や、自分の仕事を最後までやり切る大切さを知ることができました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

☆郡山 若奈さん（３年）（広瀬中学校出身） 
 今回の実習を通して、子供たちの可愛さや子供たちに関わることの楽しさを感じました。部屋に入
った瞬間、みんながかけ寄って来てくれて、本当に嬉しかったです。みんなとても人懐こくて、「聞
いて～」とたくさん話し掛けてくれたり、手をつないでくれたり、5 歳児ながらたくさん気遣ってく
れて、少しトキメキました。保育士の先生方は、消毒やプールの準備など、仕事がたくさんあるのに、
子供が話し掛けてきた時は、一度手を止めて目を見て話を聞いたり、子供たちのやる気を起こさせた
りする対応をしていました。また、少し活動に遅れた子供がいても、みんなに追いつけるように配慮
するなど、とても勉強になりました。 
 私が実習を通して学んだことは、たくさんの子供たちとたくさん関わることの重要さ、一人ひとり
得意不得意があるものの、個々に合った保育の形を探していくこと、自分から積極的に動くことの大
切さなどです。私は実習を通して、これから自分がやりたいことが見つかりました。 
 
☆斉藤 瑞菜さん（３年）（錦ヶ丘中学校出身） 
 みんな人懐っこく、話したら返事をしてくれる子や、云うことを聞いてくれる子ばっかりでした。
水遊びをするときに、みんな仲良く遊んでいて、顔に水をかけられて泣いちゃう子もいたけれど、み
んな楽しそうでした。ご飯は見ているだけでしたが、なかなか食べない子や、パクパク食べる子がい
て、どのようにしたら食べてくれるのかを考えながら参観しました。保育士の先生方は、当たり前で
はあるけれど、子供たちへの関わり方に慣れていて、とてもすごいなと思いました。 

実習を通して体験したことを、将来看護の仕事に就いた際に、子供への関わり方などに生かしてい
けたらと思います。 
 
☆佐藤 凜さん（３年）（南中山中学校出身） 
 約６時間という短い時間だったけれど、保育士という仕事には、やるべきことがたくさんあるとい
うことが分かりました。子供たちが自由時間で遊んでいたり、お昼寝をしていたりする時間でも、先
生たちは休憩の時間ではありません。教室をきれいに掃除したり、使ったおもちゃを一つ一つ丁寧に
除菌したりして、子供たちが安全に過ごせるような環境作りをしていました。やるべきことがたくさ
んあって大変だと感じたけれど、手伝っていくなか、その分やりがいを感じることができました。子
供たちの目線になって一緒に楽しむということも大事だと実習を通して学ぶことができました。ま
た、効率よく行動することで、心にも余裕ができて子供たちにも良い教育をすることができるのだと
思いました。 

 ３学年で開講している「保育基礎」選択者による、保育実習が行われました。実習日は１日だけだ

ったものの、実習に取り組んだ生徒たちは、多くのことを学び、体験してきました。生徒たちの感想

を紹介します。 

９月の主な行事予定 
 １日（月）振替休日（8/30） 
 ２日（火）就職模擬面接 
 ４日（木）就職模擬面接 
      生徒会選挙公示 
 ９日（火）キャリアセミナー（１年） 
１１日（木）～１７日（水）第 2 回定期考査 
１８日（木）自宅学習日 
１９日（金）追考査～（9/22） 

１０月の主な行事予定 
 ２日（木）６ｈ ＬＨＲ地域清掃（１年） 
 ９日（木）芸術鑑賞会 
１４日（火）第２回学校公開・授業相互参観 
               （～10/22） 
１５日（水）学校説明会② 
１６日（木）校内前マナーアップ運動 
      生徒会立会演説会 
１７日（金）生徒会認証式 
２０日（月）短縮授業・面接週間（～10/31） 
２３日（木）スポーツフェスティバル（1 日目） 
２４日（金）スポーツフェスティバル（2 日目） 


